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令和４年度 篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 提案説明書 

 

この提案説明書は、札幌市が実施する「令和４年度 篠路駅周辺地区まちづくり推進

業務」の公募型企画競争（プロポーザル方式）の実施に関して、企画提案者の創造性、

企画力及び業務経験等を適正に審査し、本業務の内容に最も適した受託者を選定するた

め、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

１ 業務名 

令和４年度 篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 

 

２ 業務の背景と目的 

篠路駅周辺地区は、平成25年度に策定された「札幌市まちづくり戦略ビジョン」

において、地域交流拠点として位置付けられている北区北部の重要な地区である。 

当地区では、現在、土地区画整理事業や鉄道高架事業などの社会基盤整備が進ん

でおり、これらの社会基盤整備事業に併せて、民間開発等による都市機能の集積や

地域主体のまちづくり活動を実現することで、地域交流拠点にふさわしいまちづく

りを目指している。 

これらの実現に向けた検討・取組として、平成28年度には「篠路まちづくりワー

クショップ」を開催し、地域交流拠点としての在り方について検討し、平成29年度

には地域の思い描く篠路の将来像を取りまとめるとともに、土地区画整理事業区域

内の土地利用における市場の需要を調査（以下、「土地利用需要調査」という。）

した。平成30年度には、地区に存在する低未利用な市有地（図1参照）を主な対象と

して、地区に求められる都市機能とその集積の実現可能性の調査・検討を行った。

令和元年度には、土地区画整理事業の実施が予定されている篠路駅東側の駅前（図

１参照）を対象地とし、民間事業者との意見交換などを通じて開発モデルの素案を

作成するとともに、地域のまちづくりに対する機運醸成を図るためのパネル展を実

施した。令和２年度には、低未利用地等の利活用や地域主体のまちづくり活動を中

心とした、新たなまちづくりの方向性を示すため、新たなまちづくり計画の策定に

着手した。令和３年度にはまちづくり計画の議論を進め、地域主体のまちづくり活
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動として駅前に広場をつくる社会実験「シノロリビング」を実施した。 

本業務では、令和３年度に引き続きまちづくり計画の策定に係る検討を進めると

ともに、策定にあたって必要な作業、取組（地域協議会及び検討委員会の運営補助、

市有地の利活用に係る検討、地域主体のまちづくり活動の実現に向けた機運醸成）

を行うことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 社会基盤整備概要図 

３ 対象地 

篠路駅周辺地区（駅から概ね１km圏内の範囲を想定） 

 

４ 業務内容 

⑴ まちづくり計画書（本書、概要版）の作成 

  ア 計画書（本書）の編集 

・ 令和３年度に作成した計画案について、地域協議会や検討委員会での議論

内容やパブリックコメント等で出た意見を踏まえて修正作業を行う。デザイ
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ンやレイアウトを統一するなどの編集作業を行い、見やすい冊子を作成する。 

・ 計画書に必要なグラフや表･位置図やイラスト等については、参考としてE

xcel･Jpeg･イラストレータ等でデータを支給する。見やすく統一されたデザ

インにするため、基本的には受託者が作成し直すこととするが、位置図やイ

ラストについては別途指示する。 

・ 表紙については、計画書全体のデザイン性を考慮し作成すること。 

 ※ 印刷、製本は別途発注するため、本業務では行わない。 

イ 計画書（概要版）の編集 

・ アにおいて作成した本計画書の概要版を作成する。 

・ 概要版の内容については、札幌市と十分に協議の上決定し、統一したデザ

イン及びレイアウトへ編集し、見やすい冊子を作成すること。 

※ 印刷、製本は別途発注するため、本業務では行わない。 

 

⑵ 地域協議会及び検討委員会運営補助（令和４年度開催分） 

ア 資料作成 

・ 開催準備として、説明資料（紙面・パワーポイント等）を作成する。 

イ 地域協議会の進行・記録作成 

・ 地域協議会の進行を務めるとともに、議事録及び議事要旨を取りまとめる。 

・ 開催にあたっては、事前に運営･進行等に関する十分な協議を行う。 

・ 地域協議会委員は14名である。 

・ 開催時間は準備等を含めて概ね3.0時間とする。 

ウ 検討委員会への参加・記録作成 

・ 検討委員会に同席し内容を把握するとともに、議事録及び議事要旨を取りま

とめる。 

・ 開催にあたっては、事前に運営･進行等に関する十分な協議を行う。 

・ 検討委員会委員は９名である。 

・ 開催時間は準備等を含めて概ね3.0時間とする。 

エ 広報 

・ 図２のスケジュールを参考に、地域協議会及び検討委員会の各回終了後、会

議の様子を取りまとめたニュースレターを作成する。 
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※ 印刷は別途発注するため、本業務では行わない。 

 

図２ 想定スケジュール 

 

⑶ 市有地の利活用に係る検討 

・ 市有地における民間開発等の具体化に向けて、必要な検討を行う（利活用用

地の条件整理、関係者協議用図面作成、民間事業者等へのヒアリング等）。 

※ 過年度（平成29～令和３年度）に行った篠路駅前、市有地の開発に係る調査

検討の結果を踏まえて検討すること。 

 ⑷ 地域主体のまちづくり活動支援（機運醸成） 

・ 将来的な地域主体のまちづくり活動の実現に向けて、まちづくり計画策定と

連携しながら、地域住民（子どもから高齢者まで幅広く対象を想定）が興味、

関心を持てる取組のほか、住民同士の繋がりづくりや交流を促すような取組を

企画検討し、実施の支援と効果の検証を行う。また、取組の周知・啓発のため

の広報を行う。なお、現時点で想定している取組内容は下記のとおりであるが、

地域協議会及び検討委員会での議論や、新型コロナウイルス感染症の動向も踏

まえて取組内容を検討する。 

ア 市有地等の屋外空間を活用した取組 

・ 時期：７月～10月（目安） 

・ 屋外空間活用のモデルケースとして試行的な取組を実施する。幅広い地域

住民が興味を持てるものとする。 

・ 令和３年度に作成した企画案を基に検討、実施する。 

イ 次年度（令和５年度）の取組の企画案検討 

・ 令和３年度、令和４年度の取組と検証を踏まえた、令和５年度の取組の企

画案を検討する。 
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５ 企画提案を求める項目 

⑴ 業務の実施方針 

本業務を実施するにあたり、業務に取り組む上での方針や実施体制などについ

て提案を求める。 

⑵ 地域主体のまちづくり活動の実現に向けた長期的な展開 

将来的な地域主体のまちづくり活動の実現に繋げていくためには、長期的な展

開をどのような視点、考え方（取組、運営体制等）で進めていくことが必要か提

案を求める。 

⑶ 地域主体のまちづくり活動支援の企画案に関する考え方 

５(２)を踏まえて、４(４)の令和４年度の取組を進める上で重要な視点、考え

方、具体的なプロセスについて提案を求める。 

⑷ 独自提案 

本業務の目的達成に資する独自の取り組みがある場合は、提案を求める。 

 

６ 業務規模（契約限度額） 

8,800千円程度（消費税及び地方消費税を含む） 

※ 告示時点で令和４年度予算は確定していないため、予算の修正により業務の委託

が不可能となった場合には、実施しない場合がある。 

※ 上記金額は規模を示すものであり、契約は別途設定する予定価格の範囲内で行う。 

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大など不測の事態、及び地域協議会・検討委員会

の議論により、業務内容の全部もしくは一部の実施を変更すべき場合、又は困難に

なった場合、市と受託者が協議したうえで契約前または業務履行中に業務内容、契

約金額等を変更する可能性がある。 

 

７ 成果品 

⑴ 業務報告書 ２部 

⑵ 電子データ 一式 

 

８ 履行期限 

令和５年３月22日（水） 
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９ 参加資格 

企画提案方式による応募を行う時点において、札幌市競争入札資格者名簿に登録さ

れ、かつ、以下の要件をすべて満たした者。 

なお、複数者が協力して参加することも可とし、その場合、(5)～(7)については、

構成員のいずれかが参加資格要件を満たせばよい。また、契約については、契約の相

手方は代表者（構成員のいずれか１者）とし、他の構成員は協力者となる。 

⑴ 同一の企画競争において、事業協同組合等の組合と当該組合員とが同時に参加し

ていないこと。 

⑵ 会社更生法による更生手続き開始の申立てがなされている者又は民事再生法によ

る再生手続き開始の申立てがなされている者（手続開始決定後の者は除く。）等経

営状況が著しく不健全でないこと。 

⑶ 札幌市競争入札参加停止措置要領（平成14年4月26日付財政局理事決裁）に基づ

く参加停止措置を受けていないこと。 

⑷ 札幌市競争入札資格者名簿において、大分類が「建設関連サービス業」又は「一

般サービス業」に登録されている者であること。 

⑸ 国又は地方公共団体が発注したまちづくり計画の調査、策定等に関する業務を履

行した実績があること。 

⑹ 土地利用や都市開発に係る企画、構想検討などの実績があること。 

⑺ エリアマネジメントなどの地域主体のまちづくり活動に係る企画、調査、支援な

どの実績があること。 

⑻ 札幌市暴力団の排除の推進に関する条例（平成25年2月26日条例第6号）第2条第2

項に規定する暴力団員又は同条例第7条に規定する暴力団関係事業者ではないこと。 

 

10 一般事項 

⑴ 事務局（企画提案書等の提出先、質問の宛先及び関連資料の請求先） 

〒060-8611 北海道札幌市中央区北1条西2丁目 札幌市役所本庁舎4階 

札幌市 まちづくり政策局 都市計画部 事業推進課 

TEL：011-211-2706 FAX：011-218-5113 

E-mail：jigyousuishin-kei@city.sapporo.jp 

mailto:jigyousuishin-kei@city.sapporo.jp
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Ｈ Ｐ：http://www.city.sapporo.jp/keikaku/partnership/shinoro/r04kikaku.h

tml 

⑵ 公募型企画競争の日程 

ア 公募開始（告示）    令和４年３月25日（金） 

イ 質問受付期限      令和４年４月８日（金）17時必着 

ウ 企画提案書等の提出期限 令和４年４月15日（金）15時必着 

エ プレゼンテーション審査 令和４年４月27日(水)(予定・後日通知) 

※ 新型コロナウイルス感染症などの影響により、上記のスケジュールを変更

する場合がある。 

⑶ 質問の受付等 

ア 企画提案書等の作成に関して質問がある場合は、質問受付期限までに、事務

局宛てにE-mailにて行うこと（電話や来庁による質問には回答しない。）。 

E-mailには、【篠路プロポ】の文字を必ず件名の冒頭に入れること。また、団

体名及び担当者氏名を明記すること。 

イ 質問を受け付けた後、随時、E-mailにて各質問者に回答する。 

ウ 質問受付期限の到達後、全ての質疑応答の内容を事務局ホームページで公表す

る。なお、公表にあたっては、質問を行った団体名等は公開しない。 

⑷ 提出書類 

ア 企画提案書等の構成 

正本は、以下の(ア)～(オ)の構成で一式とし、１部提出すること（提出にあ

たっては、一式を左肩一箇所でホチキス留めすること）。 

副本は、以下の(イ)～(オ)の構成とし、10部提出すること（提出にあたって

は、一式をクリップで留めすることとし、ホチキスは使用しないこと）。 

(ア) 企画競争参加申込書（様式１） 

(イ) 業務従事者等一覧（様式２） 

(ウ) 業務受託実績一覧（様式３） 

(エ) 企画提案書(様式自由、Ａ３判横、片面印刷、３枚以内) 

(オ) 業務費内訳書（積算書）（様式自由、Ａ４判、片面印刷、必要枚数）  

イ 企画提案書等の提出 

企画提案書等は提出期限までに事務局へ持参または郵送（特定記録、期限必

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/partnership/shinoro/r04kikaku.html
http://www.city.sapporo.jp/keikaku/partnership/shinoro/r04kikaku.html
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着）により提出すること。 

 

11 企画提案の審査 

提出された企画提案は、札幌市の関係部局の職員からなる「令和４年度 篠路駅周

辺地区まちづくり推進業務企画競争実施委員会」（以下「実施委員会」という。）

において審査を行い、企画提案者の中から最も優れた者（以下「入選者」とい

う。）を選定する。 

⑴ 事前審査 

事前審査として企画提案書等による書類審査を行い、プレゼンテーション審査を

行うことができる企画提案者を選定する。 

ただし、応募件数が４者以下の場合は、事前審査を省略し、すべての企画提案者

を事前審査通過とする。 

事前審査の結果（事前審査を省略した場合を含む）は、企画提案者全員に文書で

通知する。 

⑵ プレゼンテーション審査 

事前審査を通過した企画提案者に対し、web会議形式（Web会議サービスzoomの利

用を想定）によるプレゼンテーション審査を実施する。 

ア 出席者 

出席者は総括責任者を含め、４名を限度とする。 

イ 説明時間 

プレゼンテーション審査は１者30分程度（プレゼンテーション15分程度、質疑

15分程度）を想定し、順次個別に行う。 

ウ 説明方法 

企画提案者が行う説明は、企画提案書を用いて行うものとし、資料の追加や映

像等の特別な機材等の使用等は、一切認めない。 

エ 実施等の通知 

その他のプレゼンテーション審査の詳細については、別途通知する。 

 

12 委託の相手方の選定等について 

⑴ 選定の考え方 
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実施委員会において、表1に示す評価基準をもとに評価を行う。 

事前審査においては、表1の評価基準に基づき、提出された企画提案書等を評価

することで、上位４者を選定する。 

プレゼンテーション審査においては、表1の評価基準に基づき、評価点が基準点

（満点の６割）以上の企画提案者の中から、合計点数が高い順に契約候補者とす

る。 

それぞれ同点の企画提案書があるときは、配点の高い項目を優先的に評価する

こととし、なおも同点である場合はくじ引きにより選定する。なお、プレゼンテ

ーション審査には、事前審査の結果は引き継がない。 

また、企画提案者が1者となった場合でもプレゼンテーション審査を実施し、基

準点以上の場合に、入選者として選定する。 

⑵ 委託の相手方となる者 

本業務は、原則として入選者（入選者と協議が整わない場合には次点の者）に委

託することとし、その手続きは、札幌市契約規則による。ただし、プロポーザルの

性質上、提出された企画提案の内容をもって契約するものとは限らない。 

⑶ 選定結果の通知等 

選定の結果は、企画提案者全員に対して書面により通知する。また、受託者名

及び評価点は、前項(2)に定める契約の締結後、本公募型企画競争の結果と併せて

公表する。 

⑷ 選定結果に対する疑義の申し立て 

選定結果について疑義があるときは、前項(3)の規定に基づく通知があった日の

翌日から起算して３日（日曜日、土曜日及び国民の祝日を除く。）以内に、事務

局に対し、自らの評価について書面により疑義の申し立てをすることができる。 
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表1 評価基準 

 

13 その他 

⑴ 企画提案書等の取扱い 

ア 提出のあった企画提案書等は返却しない。 

イ 提出した企画提案書等の訂正、追加及び再提出は認めない。 

ウ 企画提案等に係る著作権は、それぞれの企画提案者に帰属する。なお、企画提

案書等の内容等が、特許権など法令等に基づき保護される第三者の権利の対象と

なっているものを使用した結果及び生じた責任は、企画提案者が負うこととする。 

エ 企画提案者は、本公募型企画競争の実施に必要な場合、企画提案書等を札幌市

が利用すること（複製の作成を含む。）を許諾しなければならない。 

オ 本業務の受託者は、その後の委託業務の遂行に必要な場合、企画提案書等を札

幌市が利用すること（複製の作成を含む。）を許諾しなければならない。 

⑵ 失格要件 

以下の場合には、実施委員会において審査のうえ、失格となることがある。 

ア 本提案説明書に規定する参加資格を満たしていないことが判明し、又は満たさ



11 

 

ないこととなった場合 

イ 企画提案書等に虚偽の記載がある場合 

ウ 不正な利益を図る目的で実施委員会の委員等と接触し、又は利害関係を有する

こととなった場合 

エ その他、実施委員会において不適当と認められた場合 

⑶ 企画提案に係る費用 

企画提案に係る一切の費用は、企画提案者の負担とする。 

 

14 参考資料等 

⑴ 篠路駅周辺地区のまちづくりについて 

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/partnership/shinoro/p_shinoro.html 

⑵ 札幌市まちづくり戦略ビジョン（戦略編） 

https://www.city.sapporo.jp/kikaku/vision/vision1/senryaku/index.html 

⑶ 札幌市まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2019 

http://www.city.sapporo.jp/chosei/actionplan2019.html 

⑷ 第２次札幌市都市計画マスタープラン 

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/master/ 

⑸ 札幌市立地適正化計画 

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/rich/ 

⑹ 札幌市都市再開発方針 

http://www.city.sapporo.jp/toshi/saikaihatsu/hoshin.html 

 ⑺ 篠路出張所における窓口サービス等の充実について 

    http://www.city.sapporo.jp/shinoro/kyoka/shinorokinoukyouka.html 

 ⑻ 平成28年度篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 調査報告書 

 ⑼ 平成29年度篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 調査報告書 

 ⑽ 平成29年度篠路駅周辺地区土地利用需要調査業務 調査報告書 

 ⑾ 平成30年度篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 調査報告書 

 ⑿ 令和元年度篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 調査報告書 

 ⒀ 令和元年度篠路駅周辺地区地域主体のまちづくり活動支援業務 報告書 

 ⒁ 令和2年度篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 調査報告書 

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/partnership/shinoro/p_shinoro.html
https://www.city.sapporo.jp/kikaku/vision/vision1/senryaku/index.html
http://www.city.sapporo.jp/chosei/actionplan2019.html
http://www.city.sapporo.jp/keikaku/master/
http://www.city.sapporo.jp/keikaku/rich/
http://www.city.sapporo.jp/toshi/saikaihatsu/hoshin.html
http://www.city.sapporo.jp/shinoro/kyoka/shinorokinoukyouka.html
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 ⒂ 令和3年度篠路駅周辺地区まちづくり推進業務 調査報告書 

 

※ (8)～(15)については事務局（札幌市役所本庁舎４階）にて印刷したものを提供す

るため、提供を希望する者は事務局まで連絡すること。当該資料の取扱いに際し

ては、守秘するものとし、本プロポーザルの目的以外には使用しないこと。 

以上 


